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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年6月16日(2011.6.16)

【公表番号】特表2011-505658(P2011-505658A)
【公表日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【年通号数】公開・登録公報2011-008
【出願番号】特願2010-535476(P2010-535476)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   9/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  23/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ   9/10    ２００　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ａ
   Ｆ２１Ｖ  23/00    １４０　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ３９０　
   Ｆ２１Ｖ  23/00    １１３　
   Ｈ０５Ｂ  37/02    　　　Ｌ
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月21日(2011.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、カラーホイールと、光源を駆動するための駆動ユニットとを有し、
－前記カラーホイールは照明システムにより放射される光の色を決定する複数のカラーセ
グメントを有し、前記カラーホイールは前記カラーホイールを回転させることにより前記
光源と光出力窓との間の光路内に複数のカラーセグメントからカラーセグメントを順次位
置決めし、前記カラーホイールのスポークは、２つの隣接するカラーセグメントの間の境
界であり、
－前記光源は、前記照明システムの前記光出力窓の方へ光を各々放射する第１の光放射ユ
ニット及び第２の光放射ユニットを有し、
－第１の光放射ユニットと第２の光放射ユニットと前記スポークとは、前記光源と前記光
出力窓との間の光路を通過するとき、前記スポークが、第１の光放射ユニットと前記光出
力窓との間の第１の光路と、第２の光放射ユニットと前記光出力窓との間の第２の光路と
を同時に通過することを防止し、
－前記駆動ユニットは、前記スポークが第１の光路を通過するときの時間間隔の間、第１
の光放射ユニットのスイッチをオフにする、投影デバイスのための照明システム。
【請求項２】
　第２の光放射ユニットに対する第１の光放射ユニットの位置決めが、第１の光路及び第
２の光路を前記スポークが同時に通過することを防止するか、又は前記スポークの形状が
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、第１の光路及び第２の光路を前記スポークが同時に通過することを防止する、請求項１
に記載の照明システム。
【請求項３】
　前記駆動ユニットは、第１の光放射ユニットのスイッチをオフにしている間、第２の光
放射ユニットにより放射する光の強度を増大する、請求項１又は２に記載の照明システム
。
【請求項４】
　前記駆動ユニットは、前記スポークが第２の光路の間を通過するときの時間間隔の間、
第２の光放射ユニットのスイッチをオフにして、第１の光放射ユニットのスイッチをオン
にする、請求項１、２又は３に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記駆動ユニットは、第２の光放射ユニットのスイッチをオフにしている間、第１の光
放射ユニットにより放射する光の強度を増大する、請求項４に記載の照明システム。
【請求項６】
　前記照明システムは前記光出力窓に向かって光を放射する第３の光放射ユニットを更に
有し、前記スポークは、第１の光放射ユニットの第１の光路、第２の光放射ユニットの第
２の光路及び第３の光放射ユニットと光出力窓との間の第３の光路を順次通過し、前記駆
動ユニットは、前記スポークが第２の光路を通過するとき第１の光放射ユニット及び第２
の光放射ユニットのスイッチをオフにするか、又は、前記駆動ユニットは、前記スポーク
が第２の光路を通過するとき第２の光放射ユニット及び第３の光放射ユニットのスイッチ
をオフにする、請求項１、２、３、４又は５に記載の照明システム。
【請求項７】
　前記スポークが第２の光路を通過するとき、第１の光放射ユニット又は第３の光放射ユ
ニットのスイッチをオフにする選択は、異なるカラーセグメントにより生成される色の効
率により決定される、請求項６に記載の照明システム。
【請求項８】
　前記照明システムにより放射される光の強度を検出するための光センサを更に有する、
請求項１乃至７の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項９】
　第１の光放射ユニットは光エミッタの第１のアレイを有し、第２の光放射ユニットは光
エミッタの第２のアレイを有し、第３の光放射ユニットは光エミッタの第３のアレイを有
する、請求項１乃至８の何れか一項に記載の照明システム。
【請求項１０】
　光エミッタの第１のアレイは光エミッタの第２のアレイと実質的に平行に配され、光エ
ミッタの第１のアレイ及び光エミッタの第２のアレイは、前記スポークが前記光源と前記
光出力窓との間に配されるとき前記スポークと実質的に平行になるように配されている、
請求項９に記載の照明システム。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０の何れか一項に記載の照明システムを有する投影デバイス。
【請求項１２】
　前記照明システムの前記光出力窓の方へ複数のカラーセグメントのうちのカラーセグメ
ントにより放射される光を平行にするためのコリメート光学系を有する、請求項１乃至１
０の何れか一項に記載の照明システムに使用するためのカラーホイール。
【請求項１３】
　複数のカラーセグメントを有する基板を有し、当該基板はコリメート光学系を有する、
請求項１２に記載のカラーホイール。
【請求項１４】
　前記コリメート光学系は、前記カラーセグメントにより放射される光を平行にするため
の反射素子を有する、及び／又は前記カラーセグメントにより放射される光を平行にする
ための回折素子を有する、及び／又は前記カラーセグメントにより放射される光を平行に
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するために前記光出力窓と前記カラーセグメントとの間に配される屈折素子を有する、請
求項１２又は１３に記載のカラーホイール。
【請求項１５】
　前記カラーセグメントは、接線方向及び／又は半径方向に、前記カラーセグメントによ
り放射される光を平行にするため、前記カラーセグメント内に、光路と少なくとも部分的
に平行して配される反射境界を有する、請求項１２、１３又は１４に記載のカラーホイー
ル。
【請求項１６】
　照明システムが、光源と、カラーホイールと、前記光源を駆動するための駆動ユニット
とを有し、前記カラーホイールは、前記照明システムにより放射される光の色を決定する
複数のカラーセグメントを有し、前記カラーホイールは、前記カラーホイールを回転させ
ることにより、前記光源と光出力窓との間の光路の複数のカラーセグメントからカラーセ
グメントを順次位置決めし、前記カラーホイールのスポークは、２つの隣接するカラーセ
グメント間の境界であり、前記光源は更に、第１の光放射ユニット及び第２の光放射ユニ
ットを有し、第１の光放射ユニット及び第２の光放射ユニットの各々は、前記照明システ
ムの前記光出力窓の方へ光を放射し、第１の光放射ユニット、第２の光放射ユニット及び
前記スポークは、前記光源と前記光出力窓との間の光路を通過するとき前記スポークが、
第１の光放射ユニットと前記光出力窓との間の第１の光路と、第２の光放射ユニットと前
記光出力窓との間の第２の光路とを同時に通過することを防止する、投影デバイスのため
の前記照明システム内の前記光源を駆動する方法であって、前記スポークが第１の光路を
通過するときの時間間隔の間、第１の光放射ユニットのスイッチをオフにするステップを
有する、方法。
【請求項１７】
　第１の光放射ユニットのスイッチをオフにする間、第２の光放射ユニットにより放射す
る光の強度を増大するステップを更に有する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　請求項１６又は１７に記載の方法を実施するためのコンピュータプログラム。
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